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現
在
、
新
年
度
の
予
算
編
成
を
進
め
て
お

り
、
一
般
会
計
の
予
算
額
は
74
億
５
千
万
円

台
に
な
り
そ
う
で
す
。
本
年
度
当
初
予
算

（
66
億
４
千
万
円
）
と
比
べ
る
と
12
％
の
伸
び

に
な
り
、
２
年
続
け
て
当
初
予
算
を
伸
ば
す

事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
70
億
円
台
の
当
初

予
算
は
、
こ
こ
最
近
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
福
祉
、
農
業
、
観
光
な
ど
で
生
活
に

直
接
結
び
つ
く
事
業
や
地
域
活
性
化
策
な
ど

に
積
極
的
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、

新
年
度
当
初
予
算
の
う
ち
１
億
４
千
万
円
程

度
を
町
内
の
雇
用
対
策
と
し
て
前
倒
し
で
３

月
中
に
執
行
し
て
い
く
こ
と
で
も
調
整
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

１
月
17
日
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
争
大
会（
９

区
間
４
２・１
９
５
㎞
）
に
北
海
道
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
新
得
中
学
校
の
伊
藤
穂
乃
佳
さ

ん
が
３
区
（
３
㎞
）
に
出
場
。
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
襷
を
つ
な
い
だ
結
果
、
北
海
道
は

過
去
最
高
タ
イ
ム
で
21
位
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
24
日
に
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
第
36

回
全
国
中
学
校
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て

屈
足
中
学
校
の
木
綿
宏
太
君
が
所
属
す
る
十

勝
連
合
Ｄ
チ
ー
ム
（
屈
足
中
、
御
影
中
、
芽

室
中
の
合
同
）
が
出
場
し
、
見
事
、
全
国
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
町
内
の
小
学
生
、
中
学

生
は
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
様
々
な
分
野
で
活

躍
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
人
の
努
力
に

心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
家
族
、

指
導
者
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
関
係
す
る
方
々

の
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
３
月
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
各
種
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

役
場
の
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
と
、
そ
れ
に
伴
う
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
年
の
４
月
１
日
の
採
用
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
退
職
者
の
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
７
名
の
予
定
で
手
続
き
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
正
職
員
数
に
つ
い
て
は
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
で
は
111
名
で
し
た
が
、

本
年
３
月
末
の
退
職
予
定
者
を
含
め
差
し
引

き
３
名
増
の
114
名
に
な
る
予
定
で
い
ま
す
。

組
織
の
活
性
化
の
た
め
に
は
新
し
い
職
員
も

必
要
で
す
が
、
今
の
役
場
は
必
要
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
退
職
、
採
用
が
進
ん
で
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
結
果
、
職
員
の
半
数
以
上
が

10
年
未
満
の
経
験
し
か
な
い
状
況
に
あ
り
、

こ
の
事
は
皆
さ
ん
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

懸
念
が
懸
念
で
終
わ
る
よ
う
、
職
員
の
レ
ベ

ル
向
上
の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
職
員
を
育
て
て
い
く
事
に
つ
い
て
今
ま

で
以
上
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。
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眠
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民
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新
得
市
街
か
ら
国
道
38
号
を
狩
勝
峠

の
方
向
へ
進
み
、
６
合
目
付
近
を
右
折

し
て
２
㌖
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ
（
佐
幌

岳
中
腹
）
に
石
切
山
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
は
今
も
、
岩
石
を
採
取
し
た
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
34
年
に
旧
狩
勝
線
（
新
得
〜
落

合
間
・
約
28
㌖
）
が
着
工
さ
れ
、
こ
の

工
事
に
石
材
を
供
給
す
る
た
め
、
工
事

に
携
わ
っ
て
い
た
関
新
太
郎
ら
に
よ
っ

て
こ
の
石
場
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
は
花
崗
岩
（
御
影
石
）
で
、
岩
盤

の
規
模
は
高
さ
40
尺
余
り
（
約
12
㍍
）、

幅
70
尺
余
り
（
約

212
㍍
）
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
な
ク
レ
ー
ン
や

ト
ラ
ッ
ク
が
な
い
時
代
の
た
め
、
大
き

な
石
は
修
羅
（
し
ゅ
ら
＝
大
き
な
そ
り
）

に
積
み
込
み
、神
楽
算
（
か
ぐ
ら
さ
ん
＝

船
を
引
き
上
げ
る
と
き
に
使
う
ウ
イ
ン

チ
）
で
巻
き
寄
せ
な
が
ら
新
内
駅
ま
で

運
び
、
鉄
道
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
切
山
で
採
掘
さ
れ
た
石
は
狩
勝
ト

ン
ネ
ル
や
新
内
ト
ン
ネ
ル
、
新
内
駅
ホ

ー
ム
の
ほ
か
、
線
路
の
擁
壁
、
忠
魂
碑
、
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新
得
・
新

内
・
屈
足

小
学
校
の

門
柱
な
ど

多
方
面
で

使
わ
れ
ま

し
た
。
ま

た
、
北
海

道
神
宮
の

鳥
居
の
笠

石
や
北
海

道
の
三
大
名
橋
と
謳
（
う
た
）
わ
れ
た

釧
路
市
の
幣
舞
橋
、
旭
川
市
の
旭
橋
、

札
幌
市
の
豊
平
橋
に
も
使
わ
れ
る
な

ど
、
産
業
と
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

　

昭
和
２
年
に
狩
勝
峠
が
平
原
の
部
で

日
本
新
八
景
に
選
ば
れ
た
時
は
、
石
切

山
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
は
経
済
変
動
に
よ
り
石
の
需
要

が
減
り
、
昭
和
28
年
に
閉
山
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
38
年
に
新
た
な

企
業
に
よ
り
再
開
が
試
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
経
営
は
採
算
に
乗
ら
ず
翌
年
再
び

閉
山
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
得
町
教
育
委
員
会
で
は
、
開
拓
や

産
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
石
切

山
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
昭
和
61

年
10
月
、
狩
勝
高
原
の
梅
園
近
く
に
史

跡
銘
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

「旧狩勝線と石切山」

　

９
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
７
日
間

の
日
程
で
「
日
本
そ
ば
博
覧
会
in
十
勝

新
得
町
」、
そ
の
う
ち
の
24
日
、
25
日

の
2
日
間
で
「
第
15
回
し
ん
と
く
新
そ

ば
祭
り
」
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
町
一
丸
と
な
っ
て
そ

ば
の
名
産
地
「
新
得
」
を
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
よ
う
！
」
で
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
新
そ
ば
の　

香
り
を
た
ど
っ

て　

新
得
町
」
で
す
。

　

主
催
は
「
し
ん
と
く
新
そ
ば
祭
り
実

行
委
員
会
」、
共
催
に
一
般
社
団
法
人

全
麺
協
で
、
同
実
行
委
員
会
で
は
開
催

期
間
中
の
入
場
者
数
を
約
３
万
人
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
例
年
開
催
し
て
い
る

新
そ
ば
祭
り
が
約
２
万
人
の
来
場
者
数

で
す
か
ら
、
い
つ
も
よ
り
も
多
く
の
観

光
客
の
皆
様
が
来
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

日
本
そ
ば
博
覧
会
は
、
平
成
4
年
に

富
山
県
利
賀
村
で
開
催
さ
れ
た
世
界
そ

ば
博
覧
会
が
き
っ
か
け
で
、
翌
年
に
全

国
麺
類
文
化
地
域
間
交
流
推
進
協
議
会

（
一
般
社
団
法
人
全
麺
協
の
前
身
）
が

発
足
し
、
平
成
６
年
に
こ
の
組
織
が
開

催
地
の
地
元
民
を
巻
き
込
み
、
国
内
そ

ば
文
化
交
流
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

福
島
県
山
都
町
（
現
在
は
喜
多
方
市
山

都
町
）
で
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
道
内
で
は
幌
加
内
町

で
４
回
、
札
幌
市
で
１
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

山
都
町
は
、
山
都
そ
ば
が
有
名
で
特

に
宮
古
地
区
で
は
、
そ
ば
の
生
産
農
家

自
ら
が
自
宅
を
開
放
し
て
そ
ば
屋
を
営

ん
で
い
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。
ま
さ

に
地
産
地
消
で
す
よ
ね
。
お
客
さ
ん
は

そ
の
土
地
で
作
ら
れ
た
も
の
を
そ
の
場

で
食
べ
ら
れ
る
幸
せ
を
感
じ
、
生
産
者

も
自
ら
育
て
た
も
の
が
、
目
の
前
で
お

客
さ
ん
の
口
に
入
る
。「
美
味
し
い
ね
」

の
そ
の
一
言
が
生
産
者
冥
利
に
尽
き
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

※
前
月
号
の
文
中
「
昭
和
34
年
か
ら
同

年
40
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
旧
狩
勝
線

の
建
設
工
事
に
は
」
と
記
述
し
て
い
ま

し
た
が
、「
明
治
34
年
」の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

開催まで

あと７ヶ月

石切山


